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７
月
28
日
は
土
用
丑
の
日
。
夏
に
う
な
ぎ
を
売
る
た

め
の
相
談
を
受
け
た
平
賀
源
内
が
、
「
丑
の
日
に

『
う
』
の
付
く
も
の
を
食
べ
る
と
夏
負
け
し
な
い
」
と

い
う
風
習
か
ら
「
本
日
丑
の
日
」
の
張

り
紙
を
店
先
に
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
と
い
う
の
は
有
名
な
話
で
す
。
今

回
は
そ
の
う
な
ぎ
に
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
の
か
問
題
に
し
て
み
ま
し
た
。

う
な
ぎ
に
含
ま
れ
る
（　
　
　

）
Ａ
は
体
の
抵
抗

力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
疲
労
回
復
に
良
い
（　
　
　

）
Ｂ
１
も
豊

富
に
含
む
の
で
夏
バ
テ
防
止
に
効
果
的
で
す
。

骨
や
歯
を
強
く
す
る
（　
　
　
　

）
Ｄ
も
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
て
イ
ラ
イ
ラ
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

　

今
年
５
月
、
４
度
目
の
コ
ロ
ナ

感
染
の
波
が
来
て
、
県
の
緊
急
事

態
が
発
出
さ
れ
る
と
す
べ
て
の
活

動
を
休
止
し
、
そ
の
都
度
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
読
書
の
日
々
が
始
ま
る

の
で
し
た
▼
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
、わ

が
家
の
書
斎
の
本
棚
を
整
理
し
、

価
値
あ
る
と
見
た
本
は
メ
ル
カ
リ

に
、
そ
の
他
は
廃
棄
処
分
に
し
、
再

読
用
に
５
人
の
作
家
の
作
品
の
み

を
残
し
ま
し
た
。そ
の
中
の
一
人
、

吉
村
昭
を
30
数
年
ぶ
り
に
取
り

出
し
読
み
返
し
ま
し
た
▼
取
り
出

し
た
本
は「
白
い
航
海
」高
岡
町
穆

佐
出
身
の
高
木
兼
寛
の
伝
記
本
で

す
。高
木
兼
寛
は
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
の
創
設
者
で
あ
り
、
海
軍

医
総
監
を
務
め
「
ビ
タ
ミ
ン
の
父
」

と
呼
ば
れ
脚
気
の
研
究
で
あ
の
森

鴎
外
と
大
論
争
を
繰
り
広
げ
た

人
で
す
▼
当
時
脚
気
は
死
に
至
る

病
と
し
て
軍
隊
に
多
発
し
、
米
食

中
心
の
軍
隊
食
に
原
因
あ
り
と
見

た
高
木
兼
寛
は
、
麦
飯
を
採
り
入

れ
る
よ
う
主
張
す
る
も
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。海
軍
軍
医

高
木
兼
寛
の
疫
学
説
と
陸
軍
軍

医
森
鴎
外
と
の
細
菌
説
論
争
が
表

面
的
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
医
学
の
海

軍
と
ド
イ
ツ
医
学
の
陸
軍
と
の
軍

閥
、
学
閥
争
い
が
裏
で
は
あ
っ
た

の
で
す
。今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
病
気
も
初
期
に
は
医
療
者

の
苦
闘
の
歴
史
が
う
か
が
え
ま
す

▼
今
、
全
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
と

云
う
人
類
史
上
初
め
て
の
ウ
イ
ル

ス
と
向
き
合
い
、
そ
の
撲
滅
に
向

け
て
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
、治
療
薬
・

治
療
法
の
確
立
に
向
け
て
医
療
関

係
者
が
奮
闘
し
て
い
ま
す
。こ
こ
に

は
狭
い
医
療
機
関
や
国
益
を
優
先

さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。近
い
将

来
、人
類
が
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た

あ
か
し
を
全
世
界
の
人
々
と
共
に

分
か
ち
合
え
る
日
が
必
ず
来
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。今
こ
こ
に
兼
寛
の

言
葉
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

―
病
気
を
診
ず
し
て　

病
人
を  

　

診
よ
―　
　
　
　
　
（
Ｔ
・
Ｔ
）

体
温
計

次
の
２
つ
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。　

①
ミ
ネ
ラ
ル　
　

②
ビ
タ
ミ
ン

（
応
募
数
43
通
）

（
正
解　

40
通
）

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
7
月
31
日
で
、
当
選

者
は
9
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
6
月
号
の
答
え
】

【
5
月
号
当
選
者
】

①
Ｂ　
　
　

②
Ｃ

竹
村　

邦
子
さ
ん（
延
岡
市
）

萩
原　

紘
一
さ
ん（
日
向
市
）

中
野

富
貴
子
さ
ん（
日
向
市
）

内
田　
　

智
さ
ん（
宮
崎
市
）

黒
木　

美
保
さ
ん（
宮
崎
市
）

【問１】

う
な
ぎ
は
（　
　
　

）
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん
で
い

ま
す
。
皮
の
部
分
は
も
ち
ろ
ん
、
身
の
部
分
に
も

繊
維
（　
　
　

）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
若
々
し
く

健
康
な
肌
を
維
持
す
る
の
に
も
う
な
ぎ
は
お
ス
ス
メ

で
す
。
う
な
ぎ
は
美
味
し
さ
だ
け
で
な
く
「
美
容
」

「
健
康
」
の
面
で
も
優
れ
た
食
材
で
す
よ
。

次
の
２
つ
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。　

①
コ
ラ
ー
ゲ
ン　
　

②
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

【問２】

第
32
回
総
代
会
が
６
月
23
日
に
開
催
、す
べ
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
今
年
の
総
代
会
は
17
支
部

よ
り
代
表
3
名
以
内
の
出
会
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
事
前
に
全
総
代
に

は
議
案
書
を
送
付
、
1
2
2
名
か
ら

議
案
議
決
書
が
届
き
、
定
数
2
2
6

名
に
対
し
44
名
が
Ｊ
Ａ
ア
ズ
ム
大

ホ
ー
ル
に
集
ま
り
開
会
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
日
高
明
義
理
事
長
よ
り
「
宮
崎

医
療
生
協
の
全
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
1

年
間
の
様
々
な
活
動
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
4
名
の
新
卒
研
修

医
や
専
門
研
修
を
生
協
病
院
で
開
始
し
た

医
師
、
新
し
い
専
門
医
の
先
生
方
の
就
職

も
あ
り
、
病
院
も
大
き
く
世
代
が
変
わ
り

活
気
づ
い
て
き
ま
し
た
。私
た
ち
の
診
療
と
、

研
修
病
院
と
し
て
の
宮
崎
生
協
病
院
の
役

割
に
改
め
て
確
信
が
深
ま
り
ま
し
た
。」

一
方
で
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
広

が
り
で
様
相
が
一
変
し
、
宮
崎
で
も
第
3

波
で
医
療
崩
壊
の
手
前
ま
で
行
き
、
医
療

生
協
の
施
設
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。

第
4
波
は
急
激
な
変
化
で
は
な
い
も
の

の
、
確
実
に
地
域
の
医
療
・
福
祉
環
境
を

厳
し
く
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

政
府
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
み
で
有
効
な
手

立
て
を
打
た
ず
、
感
染
の
広
が
り
を
３
密

が
原
因
と
し
て
自
己
責
任
に
振
り
向
け
る

ば
か
り
か
罰
則
も
つ
け
る
有
様
で
す
。
ま

た
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
は
財
政
を
圧
迫

す
る
と
し
な
が
ら
、
国
防
の
た
め
に
は
ミ

サ
イ
ル
配
置
、
軍
事
訓
練
は
緊
急
事
態
宣

言
下
で
も
遂
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
政

府
は
地
域
医
療
構
想
を
再
度
確
認
し
、

後
期
高
齢
者
窓
口
負
担
を
2
倍
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
国
民
の
命
は
守
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
生
活
と
し
て
、
生

活
を
支
え
る
活
動
を
大
き
く
変
え
て
い
く

事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
私
た
ち
は
正
視
し
、
こ
ん
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
命
、
健
康
、
環
境
問
題
は
譲

る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
し
て
改
め
て

考
え
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
さ
に

『
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
宮
崎
』
を

実
現
す
る
医
療
生
協
の
役
割
は
重
要
性
を

増
し
て
い
ま
す
。
医
療
生
協
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
何
な
の
か
を
再
度
見
つ
め
、
地

域
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
医
療
・
介
護
機

関
と
し
て
さ
ら
に
飛
躍
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
組
合
員
や
地
域
の
方
と
こ
の
理

念
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
を
終
え
ま
し
た
。

仁
田
脇
弘
文
専
務
理
事
よ
り
医
療
生
協

が
2
0
2
0
年
度
に
行
っ
た
活
動
の
振
り

返
り
や
経
営
報
告
、
2
0
2
1
年
度
の
方

針
と
予
算
の
基
本
的
な
考
え
、
全
国
四
課

題
や
担
い
手
づ
く
り
、
組
合
員
と
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
行
う
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
（
H
P
H
）
活
動
な
ど
議
案
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
最
後
に
「
何
の
た
め
の
医

療
生
協
な
の
か
。
組
合
員
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
。
健
康
を
守
り
活
か
す
活
動
を

皆
様
と
行
っ
て
い
き
た
い
。」
と
報
告
を
終

え
ま
し
た
。

宮
崎
生
協
病
院
の
遠
藤
豊
委
員
長
が

2
0
2
0
年
度
の
病
院
の
医

療
活
動
、
健
診
科
や
透
析
室

の
詳
細
な
活
動
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
取
り
組
み
、
後
継
者
対

策
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
崎
医
療
生
協

本
部
の
小
牟
田
佐
知
子
部
長

よ
り
、
昨
年
度
に
介
護
施
設

で
発
生
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
に

つ
い
て
の
詳
細
を
説
明
。
当

時
の
対
応
や
職
員
全
員
を
対

象
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を

実
施
し
て
い
る
と
、
今
後
の

再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、こ
れ
ま
で

10
年
間
理
事
と
し
て
活
動
を

続
け
て
い
た
長
友
征
子
理
事

の
退
任
に
際
し
、日
高
理
事

長
よ
り
記
念
品
と
花
束
の
贈

呈
。「
他
医

療
生
協
と

比
べ
て
も
宮

崎
の
医
療

生
協
は
と

て
も
頑
張
っ

て
い
る
。こ

れ
か
ら
は

東
部
支
部

の
運
営
委

員
と
し
て

が
ん
ば
り

ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、今
年
か
ら
の
研
修
医
４
名
の

内
3
名
の
紹
介
が
あ
り
、研
修
医
ら
が「
同

期
や
先
輩
と
切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
を
述
べ
、第

32
回
通
常
総
代
会

を
終
え
ま
し
た
。

ご寄付いただきたい食品 以下の食品は受け付けできません。
・パスタ、素麺などの乾麺
・缶詰・レトルト食品
・インスタント食品
・のり・お茶漬け・ふりかけ
・お菓子・飲料（コーヒーなど）
・調味料（醤油、食用油、味噌など）　

●実 施 日 時：毎月第１・４金曜日　15時～18時
●回 収 場 所：宮崎医療生協本部／宮崎市大島町天神前1175-3
　　　　　　　 医系学生サポートセンター／宮崎市清武町木原5536番地1階
●お問い合わせ：学生担当・松本朋美　TEL:090-5937-6403

▶賞味期限が明記されていない食品
▶賞味期限が切れている食品
▶賞味期限が２ヶ月を切っている食品
▶開封されているもの
▶生鮮食品（生肉・魚介類・生野菜）
▶アルコール（みりん、料理酒は除く）
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医系学生のための
食材支援（フードドライブ）にご協力ください！

医系学生のための
食材支援（フードドライブ）にご協力ください！

医系学生のための
食材支援（フードドライブ）にご協力ください！

日
高
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

日
高
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

日
高
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

（　
　
　

）
の
中
に
は
同
じ
言
葉
が
入
り
ま
す
。

あいさつをする日高理事長あいさつをする日高理事長あいさつをする日高理事長

第３２回通常総代会の様子第３２回通常総代会の様子第３２回通常総代会の様子

表彰される長友理事表彰される長友理事表彰される長友理事

循環器内科（遠藤･中島・柳田・坂口）、消化器内科（古谷・眞川）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、内科･
リハビリ（浜田･高橋麻里子）、透析外来（眞川）、外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡・松田・黒木）、小児科（山元･上野･
愛甲･久保）、初期研修医（有田・井上奈津子・井上三保子・山下・佐藤）※研修医は院外研修中の場合もあります。

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：30～
　  18：30
診療
18：00～
　  19：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）（受付13：30～）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

交替制

第1･3･5週
交替制

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

柳　田

植　野

坂　口

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

中　島

遠　藤

遠　藤

遠　藤

1週：－
2週：中島
3週：－
4週：永友

1診:久保
2診:愛甲

1診:久保
2診:愛甲

1診:交替制
2診:交替制

1診:久保
2診:愛甲

1診:上野
2診:愛甲

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

交替制

宮崎市大島町天神前1171

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

松　田

久　保

上　野

久　保

久　保

交替制

交替制 山元

愛甲

愛甲

交替制

愛　甲

交替制交替制

交替制 交替制 交替制

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～14：30
交替制

14：30～17：00
小　牧

14：00～16:00

眞　川
（第4週は休診）

交替制

小　澤

交替制

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 ●診療科は内科。

●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

受付　13：30～16：30
診療　14：00～17：00

14：00～16:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
（第3土曜休診）

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高橋聡

高橋聡

高橋聡

高橋聡

交替制
高橋聡

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

（第2土曜休診）

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

休診（訪問診療）
高橋聡

17：00～19：00
（受付18：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

透析外来
眞　川
（附属棟）

内科・外科 ☎0985（24）6877　小児科 ☎0985（24）6575　健康診断科 ☎0985（24）6566
居宅介護支援事業所 ☎0985（24）6545　  訪問看護ステーション ☎0985（24）6531

三　宅

8：30～10:00

第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538
・居宅介護支援事業所

☎0985（23）7728
・訪問看護ステーション

中　島
（第1・3・5週）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前 午　後
15：00～18：00
（受付17：40）まで

休　診
（訪問診療）

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

高　田

高　田

休　診
（訪問診療）

高　田
第3土曜 生協
病院からの支援（　　　　）

交替制

※おおつか生協クリニックは6月から9月まで月～木の午前の受付は11時までとなります。

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる



■新規加入者  ６４名（5/1～5/31）
■出 資 金  ６億２,１７４万円
■班　　　数  ２６３班

今、宮崎医療生協は 2021年5月末現在

■総組合員数　４７,４５３名
■平均出資金　１３,１０２円
■　　　　　　１７,０１７部おげんきですか
手配り配布数

２０２１年６月度　理事会の報告

・法人の２０２１年度４月の経常利益は－1,147万円（予算
　差374万円）で到達。
・新型コロナウイルス感染症対応およびワクチン接種に関し
　ての報告
・第３２回総代会運営についての確認
・6月度の組合員活動の概要と取り組みについての報告
・平和と社会保障を守る取り組みについての提案
・年度監査についての報告
・法人役員報酬委員会の設置について確認

等々、以上可決承認いたしました

＜審議事項＞ 6月度宮崎生協病院利用委員会6月度宮崎生協病院利用委員会
虹の声虹の声虹の声虹の声

入院病棟のデイルームや院内にWi-Fiが
あると良いのですが。

当院では電子カルテシステムをはじめとする医療
機器の電子化に伴い、専用の院内LANを構築して

おります。機動的な対応を可能にするため、専用の無
線LANも整備しているところです。
　ご要望のインターネット用のWi-Fi設備については、
過去に、患者様個人所有のポケットWi-Fiが原因となり
無線対応の電子カルテ等の医療機器の障害が発生した
事例がございます。
現段階では当院で使用する無線LANにおける電波干渉
が起き、院内システムへの影響を及ぼす危険性が排除
できない為、安全性を考慮し導入に対しては見送って
きた経過がございます。
　安全性が確立した際には設置を検討いたします。ご
不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。

声

答

〈
俳
句
〉

黒
木
邦
子
さ
ん（
門
川
町
）

梅
雨
晴
間　

ま
っ
赤
な
バ
ラ
の　

庭
で
伸
び

渡
辺
千
鶴
さ
ん（
宮
崎
市
）

梅
雨
晴
れ
や　

い
ざ
り
つ
つ
抜
く　

庭
の
草

と
れ
た
て
を　

貰
ふ
仲
間
の　

茄
子
胡
瓜

　
「
安
保
が
見
え
る
丘
」

が
沖
縄
に
あ
る
。
新
田
原

基
地
が
一
望
で
き
る
丘
を

「
眺
鷲
台
（
ち
ょ
う
し
ゅ

う
だ
い
）」
と
い
う
。
航

空
自
衛
隊
の
な
か
で
も
最
強
部
隊
と
言
わ
れ
る

第
3
0
5
飛
行
隊
が
駐
屯
し
、
米
軍
弾
薬
庫
な

ど
の
工
事
が
始
ま
り
、
敵
国
に
侵
入
し
攻
撃
す

る
た
め
に
最
適
の
Ｆ
35
Ｂ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
の

配
備
が
言
わ
れ
る
新
田
原
基
地
を
見
渡
せ
る
丘

は
「
憲
法
を
考
え
る
丘
」
だ
と
思
う
。

①
戦
前

　

新
田
原
基
地
は
宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

新
富
町
の
新
田
原
台
地
に
40
年
大
刀
洗
（
た
ち
あ
ら

い
）
陸
軍
飛
行
学
校
新
田
原
分
教
場
と
し
て
開
設
さ

れ
た
。
45
年
終
戦
の
年
新
田
原
基
地
か
ら
特
攻
隊
が

出
撃
し
71
名
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

②
戦
後　

　

自
衛
隊
の
発
足

　

朝
鮮
戦
争
開
始
直
後
の
50
年
7
月
8
日
の
連
合
軍

最
高
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
示
に
も
と
づ
い
て
、

警
察
予
備
隊
の
名
で
創
設
さ
れ
、
52
年
10
月
保
安
隊

と
な
り
、
54
年
７
月
陸
海
空
三
軍
か
ら
な
る
自
衛
隊

が
発
足
し
た
。
警
察
予
備
隊
、
保
安
隊
は
法
律
上
は

「
治
安
部
隊
」
だ
っ
た
が
、
自
衛
隊
は
「
直
接
侵
略
及

び
間
接
侵
略
に
対
し
わ
が
国
を
防
衛
す
る
こ
と
を
主

た
る
任
務
」
と
す
る
事
実
上
の
軍
隊
と
な
っ
た
。

①
新
田
原
基
地
は
1
9
5
7
年
に
操
縦
学
校
分
校

　

と
し
て
再
び
軍
事
基
地
に

58
年
新
田
原
基
地
の
滑
走
路
完
成
。
操
縦
訓
練
開

始
4
月
夜
間
飛
行
開
始
7
月
。

61
年
新
田
原
基
地
に
第
5
航
空
団
が
松
島
か
ら
移

動
。Ｆ
86
Ｆ
配
備
、
騒
音
が
ひ
ど
く
な
る
。
64
年
新
田

原
基
地
の
滑
走
路
延
長
工
事
完
成
。Ｆ
1
0
4
Ｊ
28

機
配
備
、
騒
音
が
爆
音
と
な
る
。

②
新
田
原
基
地
が
在
日
米
軍
に
提
供
さ
れ
る

80
年
新
田
原
基
地
が
日
米
地
位
協
定
に
よ
り
在
日

米
軍
に
新
規
提
供
さ
れ
る
。
80
年
2
月
第
1
回
日
米

共
同
訓
練
。
00
年
ま
で
14
回
も
日
米
共
同
訓
練
が
強

行
さ
れ
た
。

③
新
田
原
基
地
の
米
軍
基
地
化
の
具
体
化

07
年
米
軍
再
編
に
係
る
新
田
原
基
地
へ
の
訓
練
移

転
等
に
関
す
る
協
定
書
が
締
結
さ
れ
る
。
同
年
、
9

月
第
1
回
再
編
日
米
共
同
訓
練
が
行
な
わ
れ
、
そ
の

後
08
年
09
年
10
年
と
再
編
日
米
共
同
訓
練
が
実
施
。

10
年
〜
11
年
に
新
田
原
基
地
の
整
備
。
滑
走
路
が
か

さ
上
げ
さ
れ
、
2
0
0
人
の
米
軍
が
宿
泊
で
き
る
食

堂
を
含
む
隊
舎
が
88
億
円
の
予
算
で
建
設
さ
れ
る
。

13
年
1
月
本
格
的
な
米
軍
再
編
に
係
る
日
米
共
同
訓

練
が
実
施
。

④
安
保
法
制
・
戦
争
法
成
立
後
の
新
田
原
基
地

16
年
3
月
に
安
保
法
制
・
戦
争
法
が
施
行
さ
れ
る

と
出
撃
基
地
と
し
て
変
貌
す
る
。
16
年
8
月
、
航
空

自
衛
隊
の
最
強
部
隊
、
第
3
0
5
飛
行
隊
の
百
里
基

地
か
ら
移
駐
。
そ
の
後
、
17
年
6
月
20
日
自
衛
隊
機

2
機
、
米
軍
機
2
機
が
参
加
し
て
の
事
前
予
告
な
し

の
日
米
共
同
軍

事
作
戦
訓
練
が

実
施
さ
れ
る
。

そ
れ
以
降
も
日

米
共
同
軍
事
作

戦
訓
練
が
続
い

て
い
る
。

　

特
に
18
年
10

月
の
3
回
目
は

米
海
軍
と
の
訓

練
を
実
施
。参
加

部
隊
、海
上
自
衛

隊
の
護
衛
艦「
い

ず
も
」
、
航
空
自

衛
隊
（
新
田
原
）

Ｆ
15
が
4
機
、米

海
軍
の
空
母「
ロ

ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ

ン
」
他
、
艦
艇
数

隻
。

⑤
米
軍
弾
薬
庫
は
要
ら
な
い

　

航
空
自
衛
隊
築
城
（
つ
い
き
）
基
地
（
福
岡
県
築

上
町
）、
新
田
原
基
地
に
米
軍
の
武
器
弾
薬
庫
や
戦
闘

機
の
駐
機
場
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
で
日
米
両
政
府

は
18
年
10
月
24
日
の
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意
す
る
。

米
軍
弾
薬
庫
に
ど
の
よ
う
な
弾
薬
が
保
管
さ
れ
る
の

か
に
つ
い
て
も
明
確
な
答
弁
は
な
い
。
嘉
手
納
弾
薬
庫

に
は
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
日
米

地
位
協
定
に
よ
り
日
本
の
法
令
は
原
則
適
用
さ
れ
な

い
の
で
、
安
全
管
理
に
問
題
が
あ
る
。

⑥
日
米
共
同
訓
練
の
拡
大

20
年
、
10
月
26
日
〜
11
月
5
日
、
在
日
米
軍
再
編

に
伴
う
10
回
目
の
日
米
共
同
訓
練
に
米
軍
嘉
手
納
基

地
か
ら
Ｆ
15
戦
闘
機
12
機
程
度
と
新
田
原
基
地
第
5

航
空
団
の
Ｆ
15
戦
闘
機
15
機
程
度
が
参
加
し
て
、
米

軍
戦
闘
機
と
模
擬
戦
闘
訓
練
な
ど
を
行
な
う
。
米
兵

約
1
8
0
人
が
宮
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ

と
に
、
県
知
事
・
宮
崎
市
長
が
基
地
内
の
米
軍
専
用

宿
舎
を
利
用
す
る
よ
う
防
衛
省
に
要
請
し
た
。
米
軍

は
コ
ロ
ナ
対
策
上
、
新
田
原
基
地
内
の
宿
舎
は
不
適

切
と
自
治
体
の
要
求
を
拒
否
。

⑦
Ｆ
35
Ｂ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
配
備

21
年
4
月
4
日
新
田
原
基
地
に
最
新
鋭
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
Ｆ
35
Ｂ
を
配
備
す

る
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
。
24

年
に
は
Ｆ
35
Ｂ
の
運
用
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
は
敵
の
レ
ー

ダ
ー
に
捕
捉
さ
れ
に
く
く
、

敵
国
に
侵
入
し
て
重
要
な

施
設
を
爆
撃
す
る
の
に
役

に
立
つ
攻
撃
型
戦
闘
機
。

専
守
防
衛
の
任
務
に
あ
た

る
自
衛
隊
が
使
用
で
き
な

い
戦
闘
機
だ
。

　

従
来
政
府
が
憲
法
9
条
に
違
反
す
る
と
し
て
認
め

な
か
っ
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
、
武

力
を
行
使
す
る
米
軍
等
に
対
し
自
衛
隊
が
地
理
的
限

定
な
く
物
品
・
役
務
を
提
供
し
た
り
、
国
連
が
総
括

し
な
い
有
志
連
合
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
自
衛
隊
の
活
動
範
囲
や
武
器
を
使
用
で
き
る

基
準
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

自
衛
隊
が
地
球
上
の
ど
こ
で
も
米
軍
等
に
協
力
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
戦
争
が
で
き
な
い
国
か
ら
戦
争
の

で
き
る
国
に
変
わ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

安
保
法
制
と
は

支
部
活
動
紹
介

支
部
活
動
紹
介

支
部
活
動
紹
介

宮
崎
県
平
和
委
員
会
副
会
長

佐
川
嘉
正

宮
崎
県
平
和
委
員
会
副
会
長　

佐
川 

嘉
正

宮
崎
県
平
和
委
員
会
副
会
長

佐
川
嘉
正

　

こ
の
１
年
あ
ま
り
限
ら

れ
た
班
会
以
外
組
合
員

さ
ん
と
の
交
流
が
途
絶

え
て
い
る
中
、
２
年
続
け

て
の
支
部
総
会
を
中
止

す
る
こ
と
は
つ
ら
い
決
断

で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
高
田

慎
吾
先
生
と
橋
本
宗
幸

事
務
長
が
総
会
資
料
に

寄
せ
て
く
れ
た
文
章
は
す

ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

高
田
先
生
は
日
本
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
亡
く
な

る
確
率
が
高
い
の
は
国
の
施
策
が
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
。

ま
た
大
阪
の
友
人
医
師
の
話
か
ら
医
療
崩
壊
の
現
実
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
橋
本
事
務
長
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

患
者
さ
ん
を
守
る
先
生
の
細
や
か
な
対
応
と
職
員
の
協
力

に
ふ
れ
、
診
察
数
が
50
名
に
至
り
黒
字
に
結
び
つ
い
た
と

報
告
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
活
動
は
適
切
に
工
夫
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

組
合
員
さ
ん
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
率
直
な
ご
意
見
を
大
い

に
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

今
年
の
支
部
総
会
も
昨
年
に
続
い
て
運
営
委
員
会
で
代

替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
運
営
委
員
の
高
齢
化
な
ど
マ
イ
ナ
ス
要
因

は
多
い
け
れ
ど
、
昨
年
度
末
に
行
っ
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
の
よ
う
な
野
外
で
で
き
る
楽
し
い
活
動
を
や
ろ

う
と
、
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
明
る
い
雰
囲
気

で
進
行
し
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
さ
ん
や
「
お
げ
ん
き
で
す
か
」
配
布
者
も
１

人
〜
２
人
増

え
て
き
て
い

る
し
、
知
恵

を
出
し
合
っ

て
活
動
し
て

行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。

　

新
年
度
は
13
名
の
運
営
委
員
会
体
制
で
出
発
し
ま
し

た
。
運
営
委
員
会
に
は
、
年
度
末
の
３
月
に
新
規
会
員
を

６
人
増
や
し
支
部
の
年
度
目
標
（
20
名
）
達
成
に
寄
与
し

た
力
持
ち
の
阿
部
正
治
副
支
部
長
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、

多
士
済
々
の
運
営
委
員
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員
を
、

悩
み
な
が
ら
も
懸
命
に
束
ね
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
い

る
上
村
美
恵
子
支
部
長
が
い
ま
す
。

　

西
部
支
部
は
コ
ロ
ナ
「
第
４
波
」
が
収
ま
れ
ば
月
２
回

の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
30
名

前
後
が
参
加
）

を
再
開
し
、
そ

れ
を
軸
に
し
た

活
気
あ
る
楽
し

み
の
あ
る
支
部

活
動
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

４
月
に
予
定
し
て
い
た
支
部
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
が
広
が
る
中
、
苦
渋
の
決
断
で
昨
年
に
続
い
て
中
止

し
ま
し
た
。

　

５
月
の
運
営
委
員
会
で
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

支
部
と
し
て
ど
ん
な
活
動
が
で
き
る
の
か
と
参
加
者
で
話

し
合
い
ま
し
た
。
民
医
連
の
月
刊
誌
「
い
つ
で
も
元
気
」
５

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
訪
問
活
動
の
記
事
を
読
み
合
わ
せ

し
て
、
ま
ず
運
営
委
員
か
ら
「
お
元
気
で
す
か
」
配
布
地

域
の
特
に
一
人
暮
ら
し
の
方
に
、「
脳
ト
レ
」「
忘
れ
の
原
因

と
対
策
」
の
リ
ー
フ
と
「
暮
ら
し
・
健
康
に
関
す
る
困
り

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
可
能
な
限
り

声
を
か
け
て
届
け
、「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
」「
何
か

困
り
ご
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
10
人
を
目
標
に
取
り

組
み
、
支
部
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
つ

な
げ
、
次
の
運
営
委

員
会
で
取
り
組
み
の

状
況
を
報
告
し
あ
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
健
康
麻
雀
」

は
当
面
中
止
し
、
野

外
で
で
き
る
「
健
康

ウ
ォ
ー
ク
」
の
回
数

を
増
や
そ
う
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　

大
淀
支
部
総
会
が
４
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
緑

松
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
、
会
場
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
総
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
も
感
染
は
終
息

す
る
ど
こ
ろ
か
全
国
的
に
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
た
め
、
支
部
総
会
を
開
催
す
べ
き
か
ど
う
か
悩

み
ま
し
た
が
、
幸
い
、
本
県
は
比
較
的
落
ち
着
い
て
い
る

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
を

前
提
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
感
染
対
策
の
内
容

と
し
て
は
、①
参
加
者
の
制
限
、②
マ
ス
ク
の
着
用
、③
検

温
、④
手
や
机
等
の
消
毒
、⑤
会
場
を
広
く
使
用
し
て
参
加

者
同
士
が
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
間
隔
を
開
け
る
、⑤
換
気

を
す
る
、⑥
昼
食
の
弁
当

は
、
会
食
は
せ
ず
持
ち
帰

る
、⑦
な
る
べ
く
短
時
間
で

終
了
す
る
、
な
ど
で
す
。

　

当
日
は
組
合
員
12
名
と

本
部
か
ら
職
員
２
名
が
参

加
し
て
定
刻
に
始
ま
り
、

11
時
前
に
は
提
案
さ
れ
た

議
案
す
べ
て
が
全
員
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
こ
の
は
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支
部
●●●●●

支
部
支
部部部
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は

●●
ここ
●●●
こ
の
は
な
支
部
●

●
国
富
綾
支
部
●●●

支
部
支
部部部

綾綾綾
支
綾
支

国
富
国
富富富

●●●
国
●
国
●
国
富
綾
支
部
●

●
西
部
支
部
●●●
部部部
●
部
●

部
支
部
支支支

西西
部部

●●●
西
●
西
●
西
部
支
部
●

●
大
塚
江
南
支
部
●
部
●
部
●●●

支支
部部

江
南
江
南南
支
南
支

塚塚塚
江
塚
江

●●
大大
●●●
大
塚
江
南
支
部
●

●
大
淀
支
部
●●●
部部部
●
部
●

淀
支
淀
支支支

大大
淀淀

●●●
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●
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●
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地
域
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い

地
域
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い

地
域
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い

地
域
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い

地
域
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い

１
、
初
め
に

１
、
初
め
に

２
、
新
田
原
基
地
のの
変
貌貌

２
、
新
田
原
基
地
の
変
貌

窪
田
利
重
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。窪
田
さ
ん
は
、運
営

委
員
を
20
年
近
く
や
っ
て
、

支
部
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
大
事
な
存
在
で
す
。仕

事
は
、
大
工
さ
ん
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
知
人
宅
や
私
達
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
「
江
川
春
枝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
な
ど
を
手
掛
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。個
人
と
し
て
は
、子
供
の
頃
か
ら
好
き
だ
っ

た
絵
を
独
学
で
学
ば
れ
、
創
作
活
動
に
励
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。色
々
な
美
術
展
で
入
賞
さ
れ
た
り
、
地
元
で
共

同
作
品
展
を
開
い
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
は
、班
会
を
開
い
た
り
、画
廊
に
、今
ま
で
の

素
晴
ら
し
い
大
作
や
繊
細
な
作
品
な
ど
を
展
示
さ
れ

て
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。お
連
れ
合
い
さ
ん
が

行
事
の
時
に
美
味
し
い
手
製
の
差
し
入
れ
を
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
に
も
み
ん
な
感
謝
し
て
い
ま
す
。頼
り
に

し
て
い
ま
す
、窪
田
さ
ん
！

（
日
向
支
部　

水
永
玲
子
）

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

新型コロナ感染症に対する「緊急事態宣言」が出されて1年以上が過ぎました
が、未だ終息の兆しが見えて来ません。この間、医療生協では感染対策や職員
の行動指針を一つ一つ作成しながら職員を守り、地域医療を守ってきました。
しかし、2月になり当法人の介護施設でクラスターが発生してしまいました。
第4波は今までの新規感染者数を大きく上回り、変異株の脅威を示しま
した。大阪地区での医療崩壊の現状の報道を見ながら、宮崎でも同じよう
になると肌で感じていました。その中で、行政からは陽性者の診療を要請さ
れ、感染対策のために改修した病院の施設を使って5月は入院治療を行っ
てきました。そして、それに向けて医師そしてスタッフの配置の調整を行っ
てきました。
コロナの診療があるからと言っても、今までの診療はなに一つ減るわけで
はありません。救急も断りなく対応し、発熱外来もそして、一般の診療も変
わってはいません。研修医を含む新人さんたちにも頑張っていただき、新型

コロナ感染症を何とか乗り切ろうと毎日奮闘しています。
しかし、病院も含めて、診療所や介護事業所での緊迫した日々は、精神的
負担も大きくメンタル不全になる職員も少なくありません。退職者も出てし
まいました。感染症蔓延（まんえん）の中で、直接的な接触を控える新しい
生活の中でも、お互いに声を掛け合い何でも言いやすい雰囲気を維持する
ことに心がけています。先日、院外の精神科医も交えてストレスを減らすた
めの委員会をスタートさせました。
この経過で、宮崎医療生協ではやっとワクチン接種が開始されました。コ
ロナ診療を含め、日常業務が増えて行く中でしたので、地域のため、組合員
さんのために必要な業務とはいえ、これに踏み出すためには、何度も医療
生協の役割を議論する中で、本当に遅くなりましたが、やっと開始する事が
出来るようになり、規模も増やす事が出来るようになりました。組合員さん
にはこの間の議論の経過を報告してこなかった事は、「共同の営み」を理念
に掲げる医療生協として誠に申し訳ありませんでした。

（宮崎医療生協　常勤理事会）
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4月に開催した支部総会の様子4月に開催した支部総会の様子4月に開催した支部総会の様子

新新型コロナナ感染症第第５波の対対策をすすめめましょううしょうょょょしし うう新型コ新型型型型型新新新新型コロナ感染症第５波の対策をすすめましょう
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昨年の日米共同訓練反対集会昨年の日米共同訓練反対集会昨年の日米共同訓練反対集会

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになった場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。
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